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※事務局記入欄 

№ 212 

【様式２】 

エントリー学校名： 
青森県 三沢市立第三中学校 

活動名：危機管理意識の向上 

服務に関する課題解決と教頭の役割 

解決すべき課題︓学校運営は，災害，学校事故，感染症，情報漏洩など，様々な危機と隣り合わせで
ある。法的な枠組みに従って，校内組織の確立や危機管理マニュアル等，計画の整備が必要であると同時
に，それらの機能を効果的に発揮するために，教職員の危機管理意識を高め，主体的・協働的に行動で
きる対応力の育成もまた，学校の危機管理において重要である。そこで，教職員の危機管理意識の向上と
対応力育成を目指した安全教育の在り方と，それを効果的に実施するための教頭の役割を明らかにする。 

目標・方針：【教職員の危機管理意識の向上と対応力を育成するための教頭の役割】 
（１）担当者がやりがいと自信をもって事業を計画・運営するための支援 
（２）担当者がやりがいと自信をもって全教職員を動かすための支援 
（３）担当者と外部組織・外部人材とをつなげる役割 

活動内容︓（１）校内研修「防災セミナー」に実施 
（２）「小・中連携教育推進会議」の開催 
（３）「小・合同避難訓練事前指導」防災プログラムⅠ～Ⅲの実施 
（４）「小・中合同避難訓練」の実施 
（５）教職員意識調査「学校安全アンケート」の実施と変容分析 

活動の成果：教職員意識調査「学校安全アンケート」結果（大幅な意識向上が見られた項目の抜粋） 

   
アピールポイント（アイディアや工夫）︓ 
〇全教職員参加型の外部講師による研修により，組織への所属感及び安全確保への責任感を高めた。 
〇地域を含めた小・中合同避難訓練の実施により，教職員及び生徒の「自助」「共助」の意識を高めた。 
〇避難訓練実施計画において，役割分担の名前を記載しないことにより，事前に他の教職員と確認した
り，当日現場で判断したり，相談したりして行動することができた。その成功体験が，非常時における対
応への自信につなげることができた。 

 

 




